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一般会計の決算

令和３年度 まちの主な事業

新型コロナウイルス感染症対策
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業（※）
　新型コロナウイルスワクチンの接種
　子育て世帯への臨時特別給付金の給付
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の給付
　その他（子育て世帯生活支援特別給付金の給付、感染防止対策など）
　※町がコロナ対策のため必要な事業を実施できるよう、令和２年度に創設された国からの
　　交付金です。交付金を活用した事業の詳細は、ホームページで公開しています。

9億8,200万円
2億9,700万円
1億9,500万円
2億2,900万円
2億3,500万円

2,600万円

役場庁舎の改築（外構工事、旧庁舎解体工事）
子ども医療費の助成
農業生産基盤や集落環境の整備
道路の維持管理、整備
道路の除排雪
ロータリー除雪車の購入
博物館の屋根、外壁の改修

2億5,757万円
3,767万円

3億143万円
3億2,465万円
1億3,913万円
3,377万円
1,397万円

美幌高校ICT化の推進
（臨時交付金活用事業）

収　入
128億円

地方交付税
46億円

地方交付税
46億円

国道支出金
28億円

町債
9億円

町税
22億円

諸収入
5億円

使用料・手数料
3億円

その他
7億円

地方譲与税・
各種交付金 8億円

依存財源:71％

自主財源:29％

総務費
16億円

民生費
30億円

職員給与費
19億円

教育費 8億円

農林水産業費
9億円

衛生費
12億円

土木費
10億円

公債費
10億円

総務費
16億円

衛生費
12億円

公債費
10億円

商工費 6億円

消防費 4億円

議会費・労働費 他 1億円

支　出
125億円

ロータリー除雪車

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
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に
総
務
費
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庁
舎
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築
等
事
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建
設
分
）、特
別
定
額
給
付
金
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等
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了
し
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和
２

年
度
と
比
較
し
約
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億
円
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額
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ま
し
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。収
入
は
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方
交
付
税
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道
か
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付
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収
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まちのお財布事情まちのお財布事情
決算報告・財政状況のお知らせ決算報告・財政状況のお知らせ

令和３年度
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【問合先】 財務課 財務グループ（☎ 77-6530)

特別会計・公営企業会計の決算

令和３年度決算に基づく財政指標

　特別会計は特定の目的のために独立して経理する会計であり、公営企業会計は民間企業と同じように利用料金
などの収益で運営する会計です。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、まちの財政が健全であるかを判定する財政指標を算定
した結果、いずれも基準を下回りました。まちの財政は概ね健全な状態にありますが、引き続き将来にわたって持続
可能な財政運営に努めます。

　（①･②･④については黒字のため数値がありません。また、⑤についても資金不足がないため数値はありません。）
※早期健全化基準などの一定の基準を超えると、財政健全化のための計画の策定が義務づけられたり、まちの事業
　実施のための借金の借入額が制限されます。また、施設使用料などの町民負担が増える恐れがあります。

※資本的収支（建設工事や機器の整備などに伴う収支）のマイナス分は、内部の留保資金などで補填しています。

■
財
政
状
況
の
詳
細
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町
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で
も
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表
し
て
い
ま
す
。

特別会計

公営企業会計

水道事業会計

病院事業会計

6.3％

13.96%
18.96%
25.0%

350.0%
20.0%

―
―

―
―

一般会計の赤字の比率
全会計の赤字の比率
年間の借金返済額の比率
将来負担する見込みの負債の比率
料金収入等の規模に対する資金不足額の比率

25.7億円
 3.3億円
20.1億円
10.8億円

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

5.4億円
5.6億円

 20.8億円
1.7億円

 4.5億円
7.1億円

20.4億円
2.6億円

 23.1億円

12.0億円

0.9億円
▲1.5億円

0.4億円
▲0.9億円

1.2億円

25.4億円
3.3億円

20.1億円

―
―
―

2.1億円

1.1億円
10.8億円

1.2億円

―

―
―

34.0億円
 5.0億円

収入額 支出額 基金残高 借金残高

収入額 支出額 収支 借金残高

指　　　　　　標 内　　　容
早期健全化基準

（経営健全化基準）
※下回るほど健全

美幌町の
状況

健
全
化
判
断
比
率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
公 共 下 水 道 特 別 会 計
個 別 排 水 処 理 特 別 会 計

① 実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③ 実 質 公 債 費 比 率
④ 将 来 負 担 比 率
⑤ 資 金 不 足 比 率

【
令
和
３
年
度
の
決
算
に
あ
た
り
】

　
平
成
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に
一
部
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し
を
行
っ
た

「
第
２
次
美
幌
町
財
政
運
営
計
画
」に
基
づ

き
、健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
て
き
た
結
果
、各
種
指
標
や
町
債

残
高
、基
金
残
高
に
お
い
て
目
標
と
す
る
数

値
を
達
成
し
、本
町
の
財
政
状
況
は
概
ね
健

全
な
状
態
に
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、今
後
は
、老
朽
化
な
ど
に
よ
る
複
数

の
公
共
施
設
の
整
備
に
伴
う
、町
債
残
高
の

増
加
や
基
金
残
高
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、人
口
減
少
に
よ
る
税
収
や
地
方

交
付
税
の
落
ち
込
み
、超
高
齢
社
会
の
進
展

を
背
景
と
し
た
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増

加
、さ
ら
に
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
対
策
や
地
域
経
済
活
動
の
回

復
へ
向
け
た
支
援
な
ど
が
必
要
と
な
り
、ま

ち
の
財
政
は
、よ
り
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
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度
、「
第
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美
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計

画
」を
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定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、引
き
続
き
持
続
可
能
な
行
財
政
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盤
の
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立
に
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け
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主
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源
の
確
保
や
徹
底

し
た
経
費
節
減
に
よ
る
行
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
り
、今
後
も
各
計
画
に
沿
っ
て
、財
政
の
健

全
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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